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株式会社ベルチャイルド 

News Release 

 

中期経営計画（2026-2028）を策定  
～「共創の推進」と「オーダーメイド×レディメイド」により売上 60 億円を目指す～ 

 

 
株式会社ベルチャイルド（本社：大阪府大阪市 代表取締役：藤田 好邦、以下「当社」）は、中期

経営計画（2026-2028）を策定しましたのでお知らせいたします。 

 
 

１．前中期経営計画の振り返り 

前中期経営計画（2023-2025）では、本部長を主体とした目標や課題の管理を実施するとともに、

TOKYO PRO Market への上場に伴う経営課題への対応を実施できる「本部がエンパワーメントされた

NICE MIDDLE 企業」を目標に掲げておりました。 

2023 年度から 2025 年度の前中期経営計画期間中には、TOKYO PRO Market への上場を果たしまし

た。また、本部長による統制と主体的な運営体制の構築も進み、当初掲げた方向性を実現すること

ができました。  
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２．新中期経営計画（2026-2028） 

PREMIUM MIDSIZE 企業への挑戦 

2026 年度から 2028 年度の新中期経営計画では、2028 年度に売上高 60 億円、営業利益 3 億円、従

業員 300 人、従業員処遇の 10％改善を目標に掲げています。 

目標達成に向け、「共創の推進」と「オーダーメイド×レディメイド」を成長の基本方針とし、

Mission・Vision・Value を以下のように定めています。 

 

ビジネスモデルの革新 

～ オーダーメイドからレディメイドへ。知見を資産へ変える共創エンジン ～ 

当社は、お客様の「欲しい」をオーダーメイドで形にし、そこで培った技術や仕組みをレディメイ

ドの形で共通する課題を持つ場面で活かすシステムインテグレーションに取り組んでまいります。

システム開発・インフラ構築・運用保守を一体で提供し、顧客の業務課題を解決します。 

 
お客様の痛みや目指す未来を理解したうえで、同じ目線で悩み、考え、適切な答えを共に創り上

げる。それが、当社の「共創スタイル」で、この考え方を事業として実践し続けるための仕組みが

「共創エンジン」です。共創エンジンを通じて、お客様の「欲しい」をオーダーメイドで形にし、そ

こで培った知見や技術をレディメイドとして展開することで、新たな価値創出の循環を実現してま

いります。 
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社員が“イキイキ”挑戦し成長する 夢計画 5.0 

～ 社員と描く PREMIUM MIDSIZE 企業の未来 ～ 

夢計画 5.0 ～社員と描く PREMIUM MIDSIZE 企業 の未来～ は、新中期経営計画において 5 回目

を迎える社内プロジェクトです。「匠を生み出す文化の醸成」をテーマに、中堅・若手社員が中心

となって立案した取り組みであり、社員一人ひとりの挑戦と成長を後押しすることを目的としてい

ます。 

本取り組みを通じて、組織としての創造力を高め、お客様へのさらなる価値創出につなげてまい

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

株式会社ベルチャイルド  

経営企画部 広報課 担当：臼井 

TEL：06-6150-5770 

E-Mail：pr-contact@bell-c.co.jp 

 

夢計画 5.0 

（2026-2028） 

ベルチャイルドは 

夢を一歩ずつ着実に 

実現していきます！ 

 

今回の夢計画 5.0 では 

「匠を生み出す文化の醸成」をテーマに 

これからのベルチャイルドを担う 

中堅～若手社員が 

企画しました  

夢を実現するため、 

着実に推進して参ります。 


